
地 域 再 生 計 画 
 
１ 地域再生計画の名称 

  地域資源を活かし、未来へつなぐ持続可能なまちづくり 
 
２ 地域再生計画の作成主体の名称 

    徳島県、徳島県三好市及び三好郡東みよし町  
 

    徳島県三好市及び三好郡東みよし町の全域 
 
４ 地域再生計画の目標 

４－１ 地域の現況 

当区域は、徳島県の西部地域で、北部は阿讃山脈、南部は四国山地、その中央

部には吉野川が流れる自然豊かな地域として、四国の各県と隣接する地理的特性

をもっている。周辺には、日本百名山に数えられる西日本第２位の高峰「剣山」

をはじめ、吉野川の景勝地である「大歩危･小歩危」、「美濃田の渕」、その支

流にある「祖谷渓」などの豊かな自然とともに、日本三大秘境のひとつである「祖

谷」 地方の「かずら橋」や、国の重要伝統的建造物群保存地区に選定されてい

る「落合集落」、区域各地に残る「平家落人伝説」や「妖怪伝承」などの歴史文

化や、「祖谷そば」、「清酒」など風土が育てた伝統的特産品など、多くの優れ

た地域資源を有している。その他にも「ハイウェイオアシス」や、温泉・農山村

体験施設や四国最古のスキー場「井川スキー場腕山」など、多種多彩な文化的遺

産や観光資源を保有している。 

４－２ 地域の課題 

徳島県西部の当区域内に点在する観光資源は、相互に連携して効率的に利用し

てもらう形態には至っていない。にし阿波～剣山・吉野川観光圏協議会の調査に

よると、Ｒ元年度に当区域への観光動態は、約70万人訪れた観光客のうち宿泊者

約15万人に留まり通過型・立寄り型の色合いが強く、地域経済の活性化に十分寄

与できていないなど多くの課題を抱えている。一方、当区域内の人口は、昭和35

年から 令和2年の国勢調査の全期にわたり、自然減と社会的減が相まった人口減

少が継続しており、合併により三好市、東みよし町が発足した平成18年の49,141

人から令和2年7月には38,296人と10,845人22.07%減と依然として人口減が続い

ている。年齢別では15歳から65歳までが26,699人から18,705人に29.94%減少、65

歳以上は16,531人から16,075人に2.76%減少するなど、生産年齢世代の人口減が

大きい。また、65歳以上の人口に占める割合も33.64%から41.98%に増加するなど、

過疎・少子高齢化がより進行すると予測され、急速に進む高齢社会へ対応する安

全・安心ネットワークづくりが急務である。 

今後は、ゆとりや豊かさ思考への国民のライフスタイルの変化、ＵＪI ターン



や二地域定住の普及など都市から地方への移住・交流が進む可能性があり、豊か

な自然環境や美しい景観、独自の伝統文化や歴史など、都市とは異なる価値を有

する当区域は、過疎地域と街部の共生・互恵関係を保ちながら、これまで以上に

連携・交流を促進していくことが必要であると考えている。 

また、地域の主要産業の一つである森林・林業については、当地域面積の 88％

が森林で、森林面積の 47％を占めるスギ・ヒノキ人工林の内 88％は素材（丸太）

として利用可能な林齢に達しており、主伐可能な成熟した森林が増加している。   

反面、木材価格の低迷や、林業の担い手不足と高齢化の進行に加え、林業生産

基盤整備の遅れ等から、生産意欲の減退による適切な森林の保全と管理が十分に

行われていない森林が依然として見受けられる。 

農業については、平坦地域では稲作を中心とした営農も見られるが、地域の大

部分を占める中山間地域では、野菜（椎茸・竹の子・夏秋いちご等）や果樹（ゆ

ず・かき）、畜産等、多種多様な作型と作品目録で農業が展開され、山間部では、

世界農業遺産の傾斜地農耕システムによる、そば、きび、こんにゃく、ごうしゅ

芋、ウド、タラの芽をはじめとした標高差を利用した多種の特産物が生産されて

いる。また、近年は農林産物直売所も増加するなど営農意欲増加に寄与している。

それに加え徳島自動車道や明石海峡大橋及び瀬戸大橋により、四国と京阪神及び

中国経済圏の重要な生鮮食糧供給基地としての役割も担っている。 

しかし、農業にも高齢化・担い手不足の波が打ち寄せてきており、営農の拡大・

効率化を図ろうとする意欲的な農家も多く存在するものの、地域内道路の幅員が

狭い箇所が多くあり、通行の危険性が高く、農産物や生産資材の運搬等に支障を

きたしていることから、効率的な農業が展開できず、営農意欲の衰退となって現

れ、耕作放棄地の増加・農村地域の活力の低下を招く要因となっている。 

４－３ 計画の目標 

当該地区の状況を改善するため、まずは観光資源を活かした地域経済の活性化

を促すため、通過型から滞在型観光への転換により、現在推進する体験型教育旅

行をより進めた、一般向体験型観光への拡大による情報発信・誘客促進を図り、

観光地としてブランド化することで、点在する観光資源の相互ネットワーク化を

目指す。  

森林・林業について、徳島県では県産材の「生産量・消費量」底上げや「新規

林業就業者」の確保を令和元年度から令和 10 年度までに次世代通信技術や IoT・

AI といった最先端技術を駆使しつつ、主伐から植林、保育までの「森林リサイク

ルの確立」を図り、県産材の更なる増産と多様な担い手の育成・定着による林業

の成長産業化を進め、「地方創生の実現」目指す「スマート林業プロジェクト」

を展開しており、林業生産・木材加工・木材消費の各分野での利用拡大を目指し

ている。 

特に素材生産では、充実してきた森林資源を背景に、主伐にも対応できる先進

林業機械と林内路網の組合せによる増産を図るほか、木材加工体制の強化をすす

め、効率的な流通体制の整備による商品開発、県外や海外への販路拡大を図るこ



とで、地域林業・木材関連産業に希望や意欲が持てる定住環境の構築を推進して

いく。 

農業については、産地から市場への農産物輸送の時間短縮による生産性の高い

農業を促進し、地域農業の持続的発展及び農村の総合的な振興を図る。また、本

地域の重要な観光資源である日本の原風景ともいわれる農山村景観を形成し、体

験型観光のフィールドとなる農地・集落の荒廃を防ぎ、農業の活性化により、観

光の基盤となる本物の田舎（農山村景観）を保全していく必要がある。 

本地域再生計画では、これら地域の課題を解決するため、必要なインフラであ

る市町道・林道の地方創生道整備推進交付金により一体的な整備による林業・農

業・観光業のネットワーク化を構築することで、恵まれた風土の保全と活用によ

る滞在型観光を一層推進するとともに、地域の基幹を成す農林業を活性化させる

ことで地域の再生を図る。また、これらの取組を踏まえ、地域住民が、地域特質

や資源を活かしたまちづくりに積極的に「参画」し、安心していつまでも住み続

けたくなるまちを目指すとともに、訪れる人が幾度となく足を運びたくなるまち

づくりを進め、地域の恒久的な発展を目指す。 

 

（目標１）森林整備の促進（年間素材生産量の増加） 

      160,000㎥(令和3年度)→197,000㎥(令和8年度) 
(目標２）農産物等直売所への延べ会員者数（農業所得向上） 

993人(令和3年度)→1,200人(令和8年度) 
（目標３）市町観光地点延べ宿泊者数の増加 

37,518人(令和3年度)→55,000人(令和8年度) 
 
 

５．地域再生を図るために行う事業 

５－１ 全体の概要 

吉野川ラフティングや四国で最も早く開業する井川スキー場など一般向け体

験型観光交流を促進するため、「井川スキー場腕山」へのアクセス道として「市

道 新駒倉線」、塩塚高原へは、「市道 黒川線」を改良する。 

また、当区域の代表的な観光資源である「祖谷かずら橋」とその周辺、「落合

集落（国の重要伝統的建造物群保存地区）」などでは、行楽シーズンに観光客が

集中して交通渋滞を発生させ、他施設を巡る観光の妨げとなっている。 

このことから地域住民の生活や経済活動においても支障をきたしている渋滞

などの障害を解消し、緊急車両の進入路確保、災害時避難所や公共施設への接続、

災害時要援護者支援の効率化を向上させるためのアクセス道として、「市道 樫尾

阿佐線」、「市道 漆川橋大利線」、「市道 九門知行線」、「市道 和田下瀬線」、

「市道 片山線」、「市道 東馬場線」、「町道 大藤本線」を改良する。 

基幹産業である林業では、充実してきた森林資源を背景に主伐に対応できる、

先進林業機械の導入と林内路網の組合せによる生産拡大や、多才な能力を持つ人



材を新規林業就労者として受け入れるとともに労働環境の改善や林業への定着

向上を図るために必要な林内路網整備として、「林道 川崎国見山線」、「林道 日

和茶坂瀬線」、「林道 樫尾阿佐線」、「林道 世戸谷粟山奥線」、「林道 有瀬

中尾線」、「林道 塩塚粟山線」、「林道 田ノ内坂瀬線」、「林道 大藤古野線」

の開設を行う。 

また、木材の運搬や林業従事者、地域住民や観光客等の通行時の安心・安全を

確保する観点から、「市道 大枝線」、「市道 一宇小祖谷線」、「市道 吾橋重末

線」、「林道 池田漆川線」、「林道 下名粟山線」、「林道 熊谷線」、「林道 光

兼峰線」、「林道 峰根津木線」、「林道 日の丸線」、「林道 井ノ久保線」、

「林道 樫尾阿佐線」の改良や舗装を行う。 

  地域の基幹産業である農林産物の集出荷をスムーズにし、担い手の育成、耕作

放棄地の減少化、農業経営を支援するため「市道 太刀野山井ノ久保線」、「町

道 つづら線」の整備を行う。  

 「市道 樫尾阿佐線」、「市道 大枝線」、「市道 一宇小祖谷線」、「市道 吾

橋重末線」、「市道 黒川線」、「市道 漆川橋大利線」、「市道 新駒倉線」、

「市道 九門知行線」、「市道 太刀野山井ノ久保線」、「市道 和田下瀬線」、

「市道 東馬場線」、「市道 片山線」、「林道 日和茶坂瀬線」、「林道 川

崎国見山線」、「林道 樫尾阿佐線」、「林道 世戸谷粟山奥線」、「林道 池

田漆川線」、「林道 日の丸線」、「林道 塩塚粟山線」、「林道 有瀬中尾線」、

「林道 下名粟山線」、「林道 熊谷線」、「林道 光兼峰線」、「林道 井ノ

久保線」、「林道 峰根津木線」は三好市国土強靭化地域計画に基づき実施する

ものである。（「市道 漆川橋大利線」、市道 太刀野山井ノ久保線」、「市道 和

田下瀬線」、「市道 東馬場線」、「市道 片山線」は、今年度に追記する予定。） 

「町道 大藤本線」、「町道 つづら線」、「林道 大藤古野線」は東みよし

町国土強靭化地域計画に基づき実施するものである。（大藤本線、つづら線は今

年度に追記する予定。） 

５－２ 第５章の特別の措置を適用して行う事業 

（１）地方創生道整備推進交付金【Ａ３００８】 

対象となる事業は、以下のとおり事業開始に係る手続き等を完了している。 

  なお、整備箇所等については、別添の整備箇所を示した図面による。 

 ・市道 道路法に規定する市道に認定済み。（ ）内は認定年月日。 

樫尾阿佐線     （平成 22 年 3 月 29 日） 

大枝線       （平成 22 年 3 月 29 日） 

一宇小祖谷線    （平成 22 年 3 月 29 日） 

吾橋重末線     （平成 22 年 3 月 29 日） 

黒川線       （平成 22 年 3 月 29 日） 

漆川橋大利線    （平成 22 年 3 月 29 日） 

新駒倉線      （平成 22 年 3 月 29 日） 

九門知行線     （平成 22 年 3 月 29 日） 



太刀野山井ノ久保線 （平成 22 年 3 月 29 日） 

和田下瀬線     （平成 22 年 3 月 29 日） 

東馬場線      （平成 22 年 3 月 29 日） 

片山線       （平成 22 年 3 月 29 日） 

 ・町道 道路法に規定する町に認定済み。（ ）内は認定年月日。 

大藤本線      （平成23年1月31日） 

つづら線      （平成20年3月31日） 

・林道 森林法による吉野川地域森林計画（平成23年12月樹立）に路線を記 

   載。 

川崎国見山 線 

日和茶坂瀬 線 

樫尾阿佐 線 

世戸谷栗山奥 線 

池田漆川線 

日の丸線 

塩塚粟山線 

有瀬中尾線 

下名粟山線 

熊谷線 

光兼峰線 

井ノ久保線 

田ノ内坂瀬線 

樫尾阿佐線 

峰根津木線 

大藤古野線 

［施設の種類］ ［実施主体］ 

・市 道     三好市 

・町 道     東みよし町 

・林 道     徳島県、三好市、東みよし町 

［事業区域］ 
・三好市 
・東みよし町 
［事業期間］ 
・市町道  令和４年度～令和８年度 

・林 道  令和４年度～令和８年度 

［整備量及び事業費］ 
 ・市町道 4.85ｋｍ、林道  14.247ｋｍ 
 ・総事業費  ４,６９３,０００千円（うち交付金 ２,３３９,０００千円） 
   市町道  １,４２５,０００千円（うち交付金   ７１２,５００千円） 



    林道  ３,２６８,０００千円（うち交付金 １,６２６,５００千円）  

［事業の実施状況に関する客観的な指標及び評価の方法］ 

(令和/年度) 
基準年 

(R3) 
R4 R5 R6 R7 R8 

指標１ 木材の生産性の向上 

 国産材合板生産用材積量 

173,000 

m3 

174,000 

m3 

177,000 

m3 

180,000 

m3 

183,000 

m3 

186,000 

m3 

指標２ 農産物の全体的出荷向上 

 生産地～主要農産物直売所 

(アクセス改善) 

50 分 50 分 48 分 47 分 45 分 44 分 

指標３ 観光地等までのアクセス改善 

 井川池田 IC～祖谷方面・体験農業等 

20 分 

～50 分 

20 分 

～50 分 

19 分 

～49 分 

19 分 

～48 分 

18 分 

～47 分 

18 分 

～46 分 

 毎年度終了後の徳島県木材需給実績報告書より必要なデータの抽出及び、三好

市・東みよし町の職員が実測調査を行い、速やかに状況を把握する。 

［事業が先導的なものであると認められる理由］ 

 （政策間連携） 

市町道及び林道を一体的に整備することにより、個別に整備するのに比べて、

効率的かつ効果的な施設配置が可能となり、観光地の連携や林業の振興といった

地域再生の目標達成により資するとともに、全体の整備コストの削減が期待でき

るという点で、先導的な事業となっている。 

なお、市道・町道及び林道の整備は、対象の全ての路線が各地方自治体の国土

強靱化地域計画に明記された事業である。 

（その他の理由） 

本事業は、ほぼ全ての事象に関係する道を整備するという観点から先導性が高

い事業となっている。 

 

５－３ その他の事業 

  地域再生法による特別の借置を活用するほか、「地域資源を活かし、未来へつ

なぐ持続可能なまちづくり」を達成するため、以下の事業を総合的かつ一体的に

行うものとする。 

５－３－１ 地域再生基本方針に基づく支援措置 

  該当無し 

５－３－２ 支援措置によらない独自の取組 
（１）体験型観光交流メニューの充実 

  内  容 ・吉野川ラフテｲング ・井川スキー場腕山 

・農林漁家民宿体験・祖谷名山縦走コース登山 

・あわこい（小規模型各種体験プログラム） 

・国際雪合戦四国大会・大歩危国見山スカイウォーク 

・ONSENガストロノミーウォーキングin大歩危祖谷温泉郷 

・大歩危駅前集落体感はにかむ体験観光 

・平家落人伝説探訪ウォーキング 

・ツールドにし阿波（自転車）・りんりんフェスタ（3輪車） 



など各種イベントの実施により吉野川の激流体験や、池田湖 

でのラフトレ体験や祖谷渓の美しい景色・澄みきった空を体感 

してもらい、自然美豊かな地域をアピールする。 

加えて、池田のまちなかと近隣集落での田舎暮らし体験やワ 

ーケーション体験など、近隣の周辺観光施設への誘客を図るこ 

とで、都市との交流を活性化させ、幅広い年齢層の利用促進を 

図り、徳島県の三好市と東みよし町を体験してもらう。 

また、松尾川温泉・祖谷温泉・祖谷秘境の湯などを利用する 

湯治客が増加しつつあることから、松尾川温泉を核に周辺の名 

勝「竜ヶ岳」の名水や紅葉狩りを求めて訪れる観光客誘致など 

四季を通じた観光の拠点として機能を充実させ、滞在型観光に 

つなげる企画、提案などの取り組みを行う。  （独自事業） 

実施主体 三好市､東みよし町等 
実施期間 令和４年４月～令和９年３月 

（２）文化イベント事業 

  内  容 ・いけだ阿波おどり・襖からくり公演・四国酒まつり  

・妖怪まつり ・三好長慶武者行列まつり 

・Ｂ１グランプリ 

今後、市内におけるテーマ型コミュニティの創出に向けたイ 

ベント企画を推進し、都市住民との地域間交流の創出を図ると 

共に、地域の文化の保護・継承に向けた支援、観光振興による 

文化財保全の仕組みづくりや無形文化体験を通した旅行商品化 

などに取り組む。                        

        ・吉野川ハイウェイオアシス 

「川と親しむ活動拠点」として「美濃田の渕」、「吉野川ふ 
れあい館」を活用し阿波踊りの定期開催など各種イベントの実 
施により、吉野川SAを訪れる観光客への観光情報ステーション 
としての役割と地物直売場や交流場所としても使われている。 
観光振興につながる企画、提案などの取り組みを行う。 

（独自事業） 
実施主体 三好市､東みよし町 

   実施期間 令和４年４月～令和９年３月 
（３）集落支援活動及び定住交流事業 

内  容 ・集落支援包括事業 

   集落が自主的に取り組む道路の維持管理、生活用水の確保、 

買い物支援などの支援を実施することで、地域住民の安心でき 

る生活環境に資する。 

       ・移住定住交流事業 

移住交流支援センターに等において、移住希望者に定住促進を



図るためにＨＰ等で情報発信し、相談対応を受けることで過疎・

高齢化が急速に進む集落に元気がでるような取り組みをおこな

う。      （徳島県 三好市・東みよし町単独事業） 

 ・社長塾（定住事業） 

  全国各地より興味もつ参加者を集め実際の社長等に起業のノ 

ウハウを教わり開業を目指す移住定住者を後押しする取り組み。               

（東みよし町単独事業） 

 実施主体 徳島県､三好市､東みよし町 
 実施期間 令和４年４月～令和９年３月 
（４）森林環境保全整備事業 

   内  容  「スマート林業プロジェクト」を展開しており、次世代通信 

技術やIoT・AIといった最先端を駆使しつつ、主伐から植林、保 

育までの「森林リサイクルの確立」を図り、県産材の更なる増 

産と多様な担い手の育成・定着による林業の成長産業を進め、「地

方創生の実現」を目指している。 

また、林業従事者を育成するため、技術、知識や経験に応じ 

た様々な研修を実施するとともに、新たな森林経営管理システ 

ムや主伐に対応できる優良な林業事業体を育成しています。 

・大都市圏を中心とした木材需要拡大の展開 
最大の消費地である大都市圏での木材需要拡大を図るため、東 

京都港区と三好市が締結している「みなとモデル二酸化炭素固定 
認証制度」を活用し展示会当でのＰＲを推進するとともに、提携 
先の開拓やモニター施工による推進体制の整備を図る。 

実施主体 徳島県、三好市、東みよし町、吉野川（三好）流域林業活性化セ

ンター、三好西部森林組合、三好東部森林組合、徳島森林づくり

推進機構 
   実施期間 令和４年４月～令和９年３月          
 

（５）林業生産等支援事業、農村漁村未来創造事業 

内  容  小規模林地で行う間伐及び更新伐の実施に要する経費及び気 

象害等による被害森林で行う搬出間伐等きめ細かく対応し、木 

材自給率の向上と県産材の安定供給を図る。また、機械化が進ん

でいない林業現場でドローン等で作業の効率化・省力化を図りつ

つ、林業生産活動の継続と森林整備の推進に努める。 

（徳島県単独事業） 

実施主体 徳島県 

実施期間 令和４年４月～令和９年３月 
 
 



６ 計画期間 

   令和４年度～令和８年度 
 
 
７ 目標の達成状況に係る評価に関する事項 

 

７－１ 目標の達成状況に係る評価の手法 

４に示す地域再生計画の目標については、計画期間の中間年度及び計画年度終了

後に徳島県、徳島県三好市及び三好郡東みよし町が必要な調査等を行い、速やかに

状況を把握する。 

定量的な目標に関わる基礎データは、徳島県森林整備事業等実績データ・徳島県

三好市及び三好郡東みよし町による対象区間ごとの所要時間実測値並びに各種デ

ータなどを用い、中間評価、事後評価の際には、上記データの集計を行うこと等に

より評価を行う。 

 

 

７－２ 目標の達成状況に係る評価の時期及び評価を行う内容 

 令和３年度 

(基準年度) 

令和６年度 

（中間年度） 

令和８年度 

（最終目標） 

目標１ 

森林整備の促進 

年間素材生産量の増加 

 

160,000㎥ 

 

178,500㎥ 

 

197,000㎥ 

目標２ 

農産物等直売所への 

延べ会員者数の増加 

 

993人 

 

 

1,097人 

 

 

1,200人 

 

目標３ 

市町観光地点 

延べ宿泊者数の増加 

 

37,518人 

 

 

47,000人 

 

 

55,000人 

 

 

 （指標とする数値の収集方法） 

項   目 収集方法 

年間素材生産量の増加 徳島県木材需給実績報告書データより 

農産物等直売所への延べ会員者数の増加 現地調査及び農業支援担当より 

延べ宿泊者数の増加 三好市観光協会・東みよし町産業課より 

 

 ・目標の達成状況以外の評価を行う内容 

 １．事業の進捗状況 

 ２．総合的な評価や今後の方針 
 



７－３ 目標の達成状況に係る公表の手法 

   ４に示す地域再生計画の目標については、中間評価及び事後評価の内容を、速や 

かにインターネット（徳島県、三好市、東みよし町のホームページ）により公表する。 

 

 

 

 


